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第6回　日産科学賞および日産科学振興財団研究助成候補者の推薦募集

1．日産科学賞
（1）趣旨：

　　若手・中堅研究者の中から，特に優れた業績を上

　　げ，さらに今後発展の可能性が大である方を表彰

　　し，励ましと研究を支援することを通して，学術

　　文化の向上発展に貢献することを目的とする．

（2）推薦基準：

　　自然科学分野（人文・社会科学分野との複合領域

　　を含む）において，以下に示すような学術文化の

　　向上発展に大きな貢献をした満50歳未満（1999年

　　3月時点）の公的研究機関に所属する研究者．

　a．学術研究における重要な発見

　b．新しい研究分野の開拓

（3）賞の内容：賞状，メダル，副賞として研究奨励金

　　500万円．授賞人数は全体として原則2名．

　この賞の応募には学会の推薦が必要です．日本気象

学会では，7月ごろに「学会外各賞推薦委員会」を開

催して推薦者を選考する予定です．その際の参考にす

るため，推薦するにふさわしい方をご存じでしたら，

簡単な推薦理由を添えて1998年7月15日までに下記あ

てお知らせ下さい．

連絡先：日本気象学会　学会外各賞候補者推薦委員会

2．日産学術研究助成

（1）総合研究・海外共同研究：人間活動と環境との関

　　わりを総合的に解明する学際的研究（詳細略）

（2）一般研究・奨励研究：次に例示するような先駆的，

　　または独創的基礎研究

　例：地球表層環境に関する基礎研究

　　中堅層・若手の優れた研究者を重視するため，一

　　般研究においてはおおむね45歳以下，奨励研究に

　　ついては35歳以下とする．

　この助成の応募については学会代表者の推薦が必要

です．日本気象学会理事長の推薦により応募したい方

は，8月14日までに日本気象学会あて申請して下さい．

募集要領や応募用紙は日本気象学会事務局にありま

す．
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